
当社は、「お客さま本位の業務運営方針」の定着度合を客観的に評価できるようにするための成果指標（ＫＰ

Ｉ）を設定いたしましたが、２０２０年度の実績値について公表致します。 

 

１． ご契約手続きにおけるお客さまアンケートＮＰＳ（２０２０年４月～２０２１年３月） 

① 他社推奨プラスポイント（９～１０）・・・６１．４Ｐ 

② 他社推奨マイナスポイント（０～６）・・・１６．８Ｐ 

    ＮＰＳ（①－②）・・・４４．６Ｐ 

    

  前年対比でマイナス２．３Ｐの結果となりました。２０２１年度は、お客さまアンケートの指標をＮＰＳか

ら総合満足度に切り替えて、引き続きお客さまの安心・安全の提供に向けて取り組んでまいります。 

    

２． 事故対応における代理店事故対応割合（２０２０年４月～２０２１年３月） 

   自動車事故において、事故のご連絡から保険金をお支払いするまでの間の対応についてお客さまから代理

店が対応したとお答え頂いた割合（代理店事故対応割合）は、下の通りです。 

 

   事故対応件数（６５７件）／事故発生件数（６９４件）＝９４．６％ 

 

   昨年度より８．４ポイント上昇しました。お客さまの事故対応に関しては、引き続き積極的に当社で対応

してお客さまの安心を提供していきたいと思います。 

  

３． お客さまへの情報提供（２０２０年４月～２０２１年３月） 

① 大鳥新聞（イキイキ通信）は、７月と１２月に発行致しました。 

② ブログは、年に１１回更新しました。 

③ 四半期毎のニュースを３回発行致しました。 

     

４． 専門的知識の習得（２０２１年６月末現在） 

    損害保険トータルプランナー（日本損害保険協会認定）は現在４名が取得（２０２０年３月末で１名退

職）、２０１９年受講者２名は、取得済み。２０２０年度は新たに２名の受講を行いましたが、新型コロナウ

イルス感染症の影響で対面でのセミナーが延期になり、現在６名取得。２０２１年は新たに２名の受講申請

を行っており、計１０名の取得を目指し、専門知識の習熟拡大を図ります。 

 

５． 社会貢献活動 

２０２０年度は社会貢献活動への参加を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響でイ

ベントが相次いで中止になったため、参加することが出来ませんでした。 

 係る中、認知症への理解を含める目的で、２０２１年１月から２月にかけて全営業社員を対象に「認知症

サポーター養成講座」をＷＥＢで受講し、既に取得している社員を含め、１６名が取得致しました。 

    

    引き続き、地域のイベント等に積極的に参加し、社会貢献を図ってまいります。 

                                 

 

２０２１年７月 

株式会社大鳥ほけん 

代表取締役社長 鳥飼よし子 

 


